
各地区電友会だより（福島）

視吟　菅家政利さん　　　　　来賓挨拶　NTT山貫昭子支店長

来賓挨拶　高橋秀樹県会議員弦杯　茂男の伊藤鉄次さん

会場の模様

1」

◆
福
島
支
部

′
㌦
才

一

■仁
方
ノ浄

ダ

期
待
－
こ
し
、
ま
す
〔
1

◎
支
部
近
況

令
和
2
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
、
本
部
及
び
地
方
本
部
の
指
導
の
も
と

福
島
県
内
の
各
地
区
と
も
、
会
員
が
集
ま
る
サ
ー
一
L
7

ル
活
動
等
を
自
粛
し
て
い
ま
す
〔
ゝ

例
年
、
年
度
始
め
の
4
月
・
5
月
に
定
期
総
会
を

開
催
す
る
支
部
及
び
地
区
は
、
感
染
防
止
の
為
に
開

催
を
延
期
し
、
感
染
拡
大
の
様
子
を
見
る
事
に
し
ま

した。5
月
の
連
休
が
明
け
て
も
、
感
染
の
終
息
が
見
通

せ
な
い
事
か
ら
、
支
部
及
び
福
島
地
区
・
あ
さ
か
会

は
、
定
期
総
会
を
「
集
合
会
議
」
　
か
ら
　
「
書
面
会
議
」

に
変
更
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
も
、
室
内
で
行
う
岡
碁
、
麻
雀
、

カ
ラ
オ
ケ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
3
密
を
避
け
る
［
夫

が
難
し
い
の
で
、
例
会
が
開
催
出
来
ず
困
っ
て
い
ま

す。

一
万
、
屋
外
で
行
う
ゴ
ル
フ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は

3
密
を
避
け
る
工
夫
な
ど
感
染
防
直
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
、
6
月
に
は
例
会
が
開
催
山
来
る
か
？
と
、

◆
福
島
地
区
電
友
会

≡
令
和
2
年
福
島
地
区
新
年
会
開
催

り
】
年
1
月
2
3
日
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル

福
島
恵
比
寿
に
於
い
て
、
恒
例
の
福
島
地
区
新
年
会

が
苛
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
N
T
T
東
日
本
福
島
支
店
山
貰
支
店
長
・

高
木
企
画
総
務
部
長
・
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
福

島
地
豆
協
議
会
竹
田
副
会
長
・
電
友
吾
妻
会
伊
藤
会

長
・
高
橋
秀
樹
福
島
県
議
会
議
員
ら
を
来
賓
に
迎
え

5
1
名
の
参
加
を
得
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

斉
藤
政
夫
会
長
挨
拶
、
来
賓
の
挨
拶
の
あ
と
菅
家

政
利
さ
ん
の
　
「
新
年
祝
の
詩
」
　
に
続
き
、
歳
男
を
代

表
し
て
伊
藤
鉄
次
さ
ん
の
乾
杯
で
祝
宴
に
入
り
ま
し

た
。
今
年
も
、
清
酒
を
抽
選
で
各
テ
ー
ブ
ル
に
配
り

そ
れ
ぞ
れ
飲
み
比
べ
て
頂
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
合
う
旧
知
の
方
々
と
談
笑
が
弾
む
中

宴
も
盛
り
・
卜
二
が
り
カ
ラ
オ
ケ
も
飛
び
出
す
等
、
楽
し

い
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
一

会
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ
る

電
友
会
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う

◎
第
3
回
役
員
会
開
催
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令
和
元
年
度
第
3
回
役
員
会
を
1
2
月
1
9
日
、
北
町

「
珍
満
賓
館
」
　
に
お
い
て
1
4
名
の
参
加
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。
9
月
開
催
し
た
第
2
回
役
員
会
以
降
の
活

動
状
況
と
し
て
、
事
務
局
か
ら
以
下
の
事
項
を
中
心

に
報
告
し
ま
し
た
。

1
、
活
動
予
算
の
実
行
状
況
と
年
度
末
見
込
み

2
、
会
員
近
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

3
、
第
2
9
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
受
賞
に
つ
い

て

4
、
新
規
会
員
入
会
状
況
に
つ
い
て

次
に
今
後
の
予
定
と
し
て

1
、
東
北
会
報
及
び
地
区
会
報
等
の
配
付
日
程
に

つ
い
て

り
】
、
1
月
2
3
日
開
催
の
新
春
の
集
い
　
（
新
年
会
）
　
に

つ
い
て
等
審
議
の
後
、
渡
辺

正
春
さ
ん
の
乾
杯
に
よ

り
恒
例
の
忘
年
会
に
移

り
、
用
意
し
た
お
酒
と

料
理
を
頂
き
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

②
第
4
回
役
員
会
開
催

令
和
元
年
度
の
最
後
と
な
る
役
員
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
か
ら
、
当
初
予
定
の
3
月
2
6

日
か
ら
前
倒
し
変
更
し
て
3
月
1
2
日
N
T
T
花
同
ビ

ル
2
階
会
議
室
に
お
い
て
、
役
員
l
二
名
参
加
に
よ
り

開
催
し
ま
し
た

会
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
〔
〕

1
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
伴
う
総

会
・
観
桜
会
等
の
延
期
に
つ
い
て

2
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い

て

3
、
令
和
2
年
度
事
業
計
画
　
（
案
）
　
に
つ
い
て

4
、
令
和
2
年
度
役
員
補
選
（
案
）
　
及
び
地
区
担

当
幹
事
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

5
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

審
議
の
結
果
、
4
月
1
6
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
令
和
2
年
度
福
島
地
区
総
会
及
び
観
桜
会
は
延
期

と
し
、
全
会
員
へ
地
区
担
当
幹
事
を
通
じ
て
通
知
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
▲

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

・
サ
ー
ク
ル
交
流
会

5
年
目
を
迎
え
た
3
地
区
（
相
馬
・
南
相
馬
・
福
島
）

の
会
員
交
流
会
は
、
元
年
1
0
月
3
0
日
、
相
馬
光
陽
P

G
場
を
会
場
に
し
て
、
4
3
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
思
い
思
い
の
プ
レ
ー
を

存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で
弁
当
を
ほ
お

ば
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
一

幹
事
役
の
相
馬
地
区
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
南
相
馬

地
区
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
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ゴルフ大会開催しましたか…
4月からは中止しています

ご
ざ
い
ま
し
た
ゥ

∴
弟
さ
怖
∵
′
套

∴
㌧
H
5
H
）

優
　
勝
　
板
垣
　
文
雄

華
優
勝
　
菊
田
　
秀
雄

∴
第
9
回
大
会
　
（
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ

ーり中止）

・
そ
の
他

残
念
な
が
ら
、
3
月
か

・
第
2
2
1
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
尾
形
　
省
治

・
第
2
2
2
回
大
会

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C

優
勝
　
遠
藤
　
経
雄

令
和
元
牢
日
月
1
5
日

ハ
ン
デ
戟

準
優
勝
　
荒
木
　
省
一

令
和
2
年
3
月
2
5
日

W
ぺ
リ
ア
戦

準
優
勝
　
堀
内
　
良
巳

・
サ
ー
ク
ル
主
催
の
競
技
大
会

競
技
大
会
は
、
真
夏
の
8
月
、
及
び
酷
寒
期
の
1

月
～
2
月
を
除
き
、
福
島
市
P
G
場
を
メ
イ
ン
会
場

に
し
て
、
毎
月
開
催
し
ま
し
た
一
J
　
大
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
思
十
思
い
の
プ

レ
ー
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
▲
〉

R
l
年
度
　
（
日
月
㌧
）

・
第
7
回
大
会
　
へ
日
月
1
4
日
ご

健
　
勝
　
三
浦
　
慎
也
　
準
優
勝
　
大
久
保
清
三

ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
感
染
の

リ
ス
ク
を
少
し
で
も
回
避
す
る
た
め
、
サ
ー
ク
ル
活

動
の
総
て
の
行
事
　
（
3
月
例
月
大
会
、
役
員
会
、
R

2
年
度
定
期
総
会
、
4
月
例
月
大
会
、
5
月
例
月
大

会
）
　
を
休
止
し
て
お
り
ま
す
。
■

㈲
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

元
年
日
月
1
5
日
、
パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
に
て
、
第

2
2
1
回
大
会
を
開
催
し
、
こ
の
令
和
元
年
最
終
競

技
会
終
了
後
、
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
－
活
動
報
告
な

ど
を
行
な
い
、
太
田
岩
夫
会
長
が
退
任
さ
れ
る
事
を

受
け
、
新
会
長
に
阿
部
孝
一
さ
ん
を
選
任
し
、
懇
親

を
深
め
来
年
に
向
け
て
閉
会
し
ま
し
た
｛

っ
】
年
度
の
ゴ
ル
フ
開
催
は
、
会
場
パ
ー
シ
モ
、
／
C
・

C
∵
ニ
ー
＼
　
第
り
】
り
ー
り
】
回
を
折
阿
部
会
長
の
挨
拶
後
参

加
者
コ
名
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
一

な
お
、
4
月
か
ら
は
大
会
を
中
止
し
て
い
ま
す
▲

各
大
会
の
活
動
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

≠
I
T
サ
ー
ク
ル
悠
々
ク
ラ
ブ

分
利
元
年
後
半
の
活
動
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
〔
】

・
例
会
等
開
催

相
月
1
7
口
　
例
会
　
ウ
ィ
ン
ド
7
対
策
　
4
名

1
0
月
2
4
H
 
H
P
メ
ン
テ
勉
強
会
　
2
名

日
月
知
日
　
に
じ
の
会
勉
強
会
　
3
名

日
月
2
1
口
　
例
会
　
外
部
装
置
取
付
　
5
名
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例会の楽しさは
皆さんの表情をみればわかります

つ
】
l
J
 
n
n
 
t
ー

I

 

J

 

l

　

1

1
2
月
1
9
H

l
月
1
8
日

2
月
2
0
日

2
月
2
5
日

3
月
1
9
日

に
じ
の
会
勉
強
会
　
3
名

例
会
　
W
i
F
l
ネ
ッ
ト
構
築
7
名

例
会
　
便
利
な
使
い
方
　
4
名

例
会
　
封
筒
印
刷
等
　
7
名

P
C
新
規
設
定
　
3
名

定
期
総
会
　
7
名

パ
ソ
コ
ン
教
室

I
T
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
及
び
一
般
の
万
を
対
象

に
、
月
2
回
実
施
し
て
い
ま
す
〔
　
主
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
今
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
そ
の
場
で
解
消
す
る

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
【
▼

∴
疋
期
総
会

P
C
教
室
・
「
視
覚
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
福

烏
に
じ
」
　
へ
以
F
に
じ
の
会
）
　
の
支
援
を
継
続
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
懇
親
会
開
催
、
盛
会
に
て
終
了
｛

P
C
教
室
は
、
延
べ
‖
回
延
、
延
べ
別
名

・
「
に
じ
の
会
」
支
援
状
況

デ
ー
ジ
ー
図
書
作
成

5
0
歳
か
ら
の
人
生
術
、
も
し
も
魔
法
が
使
え
た
ら

世
界
を
変
え
た
偉
人
た
ち
の
ウ
ラ
の
顔
、
み
ん
な
の

学
校
、
あ
な
た
は
さ
と
う
ひ
ろ
し
と
い
う
一
遍
の
詩

で
し
た
、
ふ
く
し
ま
讃
歌
、
世
界
一
美
味
し
い
ご
飯

を
我
が
家
で
炊
く
ほ
か
多
数
。

当
サ
ー
ク
ル
で
は
に
じ
の
会
デ
ー
ジ
ー
図
書
の

帥
㌔
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
∴
／
－
図
書
の
利
用
状
況

利
明
回
数

1
9
さ
画
　
自
力
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
…

1
さ
、
や
．
吏
一
度
は
読
ん
で
お
き
た
い
…

1
1
0
回
　
杵
学
は
未
来
を
ひ
ら
く

そ
の
他
多
数

※
利
鞘
扇
景
隼
二
悠
、
′
甘
利
元
年
度
に
サ
ピ
エ
図
書

館
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
・
∴
、
こ
ご
れ
た
数
で
す
【
。
（
全
国
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
数
）

・
電
友
会
福
島
支
部
H
P
C
吏
折
　
随
時

・
P
C
、
ス
マ
ナ
C
斗
ホ
、
・
l
ト

使
い
方
等
を
、
マ
ン
ツ
ウ
マ
ン
で
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
新
規
会
員
の
獲
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〔

会
員
以
外
の
万
か
ら
の
声
掛
け
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

榔
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
■
」
ソ
∴
ニ
‥
乗
り
換
え
、

、
ノ
コ
ン

ノ

　

　

ヽ

例
会
の
開
催
状
況
は
、

・
1
0
月
1
8
日
　
ス
ナ
ッ
ク

日
月
1
8
日
　
ボ
ッ
ク
ス

に
‖
・
1
6
日
　
ス
ナ
ッ
ク

・
1
月
H
〓
　
ホ
ッ
ク
ス

・
り
】
＝
1
7
日
　
ス
ナ
ッ
ク

次
の
と
お
り
で
す
。

参
加
者
7
名

参
加
者
7
名

参
加
者
9
呂

参
加
者
7
名

参
加
肯
9
名

の
新
規
購
入
・
初
増
設
完
支
援
、
ス
て
ホ
ハ
便
利
な

谷
口
、
新
曲
や
得
意
な
歌
を
披
露
し
、
2
月
例
会
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（11月例会）食べ比へて、違いは7と聞かれても
何が違うか分からない位美味しい蕎麦です

（12月）蕎麦を食べる忘年会

狙うはもちろん
ストライク！

は
ハ
ン
デ
別
に
よ
り
採
点
を
行
い
、
次
の
方
が
入
賞

し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
羽
田
　
英
夫
　
準
優
勝
　
古
川
　
純
三

特
別
賞
　
天
城
　
容
子

3
月
以
降
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
残
念

な
が
ら
活
動
自
粛
と
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
ち

活
動
再
開
を
！

隼
．
′
ご
て
了
へ
て
い
る
蕎
麦
は
、
伏
見
蕎
麦
打
ち
師

匠
が
、
北
海
道
の
全
て
の
l
A
に
電
話
し
て
、
や
っ

と
譲
り
受
け
た
蕎
麦
で
す
。
｝
銘
柄
は
「
キ
タ
ノ
マ
シ
ュ

ア
」
と
　
「
キ
ク
ワ
セ
」
　
で
す
。
入
手
が
難
し
い
貫
重

な
蕎
麦
で
、
の
ど
越
し
も
良
く
、
大
変
美
味
し
く
頂

い
て
い
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
問
題
が
一
段
落
し
た
ら
、
「
銘
柄
」
「
製

粉
歩
合
」
「
新
・
旧
蕎
麦
」
「
3
種
類
の
製
粉
機
」
等

つ
違
い
二
よ
る
、
食
べ
比
べ
を
し
て
、
蕎
麦
談
議
に

花
を
叛
か
せ
て
、
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な
り
、
そ
の
後
の
令
和

2
年
度
の
予
定
も
5
月
ま
で
1
度
も
開
催
出
来
な
い

状
況
で
す
。
会
員
の
中
に
は
再
開
し
た
場
合
に
備
え

て
、
自
宅
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
方
も

い
る
よ
う
で
す
。

㈲
そ
ば
を
楽
し
む
会

令
和
元
年
日
月
以
降
の
活
動
状
況
「
■

日
月
6
日
　
参
加
者
1
8
名
　
（
会
員
1
4
名
）

1
2
月
6
円
　
参
加

者
2
1
名
（
会
員
1
8
名
）

1
月
8
R
　
参
加
「

者
2
2
名
（
会
員
1
5
名
二
㌧

2
月
7
円
　
参
加

者
：
l
名
（
会
員
1
2
名
｝

3
月
」
ぺ
〓
　
参
加

者
黒
名
〈
会
員
1
3
名
一

4
日
∵
、
5
日
‥
は
コ

ロ
ナ
ユ
エ
れ
密
対
策
の
為

休
会
■
し

令
和
元
年
度
後
半
の
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で

十
・
第
6
回
大
会
　
令
利
元
牢
日
月
［
山
口

か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
　
特
殊
ハ
ン
デ
戦

か
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

令
和
元
隼
度
の
左
会
は
、
り
一
＝
の
大
会
さ
も
り
て

終
了
し
ま
し
た
。
3
月
の
大
会
予
定
は
折
コ
ロ
ナ

優
勝
　
高
橋

∴
弟
7
回
大
会

優
勝
　
遠
藤

・
弟
8
回
入
会

幸
雄
　
　
準
優
勝
　
末
永
　
秀
昭

へ
－
1
創
り
一
年
1
月
1
7
日

韓
雄
　
　
準
優
勝
　
大
槻
　
芳
治

令
和
2
年
2
月
2
1
日
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うり

手作りサークルか作成した
“チューリップの花束”

手作りサークル例会の模様

優
勝
　
鈴
木
　
敏
和
　
　
準
優
勝
　
熊
坂
　
芳
男

◆
電
友
吾
妻
会

◎
第
5
0
回
総
会
に
つ
い
て

第
5
0
回
電
友
吾
妻
会
総
会
に
つ
い
て
は
令
和
2
年

4
月
8
日
に
総
会
を
予
定
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
の
為
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
2
年
度

は
米
寿
3
名
、
喜
寿
1
名
の
万
へ
お
祝
い
の
品
を
手

づ
く
り
し
よ
う
と
作
業
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
中
止

と
な
り
残
念
で
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

仙
手
作
り
サ
ー
ク
ル

元
年
1
2
月
、
手
作
り
サ
ー
ク
ル
は
高
齢
者
施
設
へ

訪
問
。
手
づ
く
り
の
　
〝
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
束
″
　
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
吾
妻
会
主
催
の
3
月
3
日
の
ひ
な
祭
り
の

会
に
も
手
作
り
サ
ー
ク
ル
か
ら
　
〃
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
乗
り
を
参
加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
計

画
。
何
人
出
席
し
て
く
れ
る
か
、
花
束
は
充
分
か
等

お
茶
を
の
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
思
案
。

こ
こ
ろ
と
き
め
か
せ
て
散
会
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
ち
ら
も
や
は
り
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏

ま
え
て
中
止
と
な
り
、
予
約
し
て
い
た
会
場
の
ホ
テ

ル
こ
も
取
†
り
消
し
を
申
し
出
ま
し
た
。

同
時
に
出
席
を
予
定
し
た
会
員
に
中
止
を
連
絡
、

総
会
は
延
期
、
活
動
自
粛
に
つ
い
て
も
会
員
全
員
に

重
さ
、
二
；
－
二
㌧

た
感
じ
で
す
。
吾
妻
会
の
存
在
が
い
か
に
大
き
か
っ

た
の
か
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

生
活
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
中
心
の
ニ
ュ
ー

ス
ば
か
り
で
、
生
活
の
重
心
が
乗
っ
取
ら
れ
て
、
先

の
見
え
な
い
非
常
に
気
の
重
い
毎
日
で
す
。
し
か
し

最
近
は
感
染
者
に
減
少
傾
向
が
見
え
て
、
少
し
は
元

気
を
取
り
戻
せ
る
の
で
は
と
、
希
望
の
持
て
る
感
じ

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
”
何
で
も
な
い
日
常
が
こ
ん

な
に
大
切
だ
っ
た
ん
だ
〃
　
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
）

元
気
を
取
り
戻
し
て
、
す
べ
て
の
こ
れ
か
ら
に
期
待

し
ま
す
〔
－

中
止
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
電
友
吾
妻
会
5
0
回
総

会
を
迎
え
る
ま
で
継
続
し
て
き
た
諸
先
輩
の
功
績
と

努
力
に
敬
意
を
表
し
、
こ
れ
か
ら
を
担
っ
て
い
く
会

員
相
互
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
会
で
あ
り
、
得
が
た
い

力
と
な
れ
る
よ
う
に
引
き
継
い
で
行
こ
う
と
心
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

㈱
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

甘
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

り
】
年
り
】
り
1
8
日
悠
元
年
皮
最
後
の
活
動
予
定
で
し

た
が
、
こ
ち
ら
も
中
止
と
致
し
ま
し
た
■
　
力
が
抜
け

・
元
年
日
月
1
日
霊
山

8
2
5
m
1
6
名
参
加
。

5
年
連
続
の
紅
葉
登
山

だ
っ
た
が
、
1
0
月
に
関

東
、
甲
信
、
東
北
に
記

録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
1
9
＝
ケ
　
（
令
和
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2019．12．20鹿娘山2020．1．17高松山

＿▲＿一．＿　　　　　　1　　　、、・　一一、、　－．

2020．2．21信夫山

2020．3．27十万却山

4．0

元
年
東
日
本
台
風
）
　
の
影
響
も
有
り
、
紅
葉
は
ィ
マ

イ
チ
、
虹
彩
館
で
温
泉
と
芋
煮
鍋
を
楽
し
む
〔
－

・
1
2
月
1
7
日
「
活
動
状
況
報
告
及
び
忘
年
会
」
を
開

催
。
1
7
名
参
加
。
銘
酒
を
堪
能
。

・
1
2
月
2
0
日
鹿
狼
山
4
2
9
m
8
名
参
加
。
元
旦
に

日
本
一
早
い
山
開
き
を
し
、
約
2
千
人
が
初
日
の
出

を
拝
む
山
、
年
末
な
の
に
暖
か
く
汗
ば
む
程
の
陽
気
、

ア
㌢
持
つ
巨
藤
‥
意
見
壬
六
の
ガ
イ
ド
で
い
つ
も
と
は

違
∴
∴
L
‥
‥
ト
を
登
り
、
烏
ケ
崎
で
は
残
雪
の
吾
妻
連

蜂
を
、
薬
師
の
峯
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
は
蔵
王
連
峰
を

眺
め
な
が
ら
春
山
を
散
策
し
た
。

頂
上
か
ら
北
は
牡
鹿
半

島
、
西
は
雪
を
抱
い
た

蔵
王
連
峰
、
眼
下
に
は

青
く
輝
く
太
平
洋
を
眺

め
て
大
満
足
。
泉
質
の

良
い
鹿
狼
の
湯
で
1
年

を
締
め
括
っ
た
。

・
2
年
1
月
1
7
日
高
松

山
1
9
5
m
1
2
名
参
加
。

新
年
会
1
3
名
参
加
。
最

高
気
温
9
度
で
暖
か
く
、

落
葉
し
た
樹
々
の
間
か

ら
見
え
る
福
島
の
街
の

景
色
を
眺
め
平
穏
な
1

響
で
桜
は
見
頃
を
迎
え
て
い
た
。
ピ
ン
ク
色
の
花
が

咲
き
誇
り
菜
の
花
畑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
色
鮮
や

か
。
心
弾
む
春
の
登
山
な
の
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
せ
い

で
心
が
沈
む
。
4
月
7
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た

た
め
活
動
を
自
粛
し
、
4
月
の
総
会
は
未
定
延
期
、

4
月
例
会
、
5
月
例
会
は
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
今

は
自
分
達
が
出
来
る
こ
と
を
し
、
ウ
ィ
ル
ス
と
言
う

恐
ろ
し
い
見
え
な
い
敵
か
ら
逃
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
活
動
再
開
が
出
来
る

日
が
来
る
の
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

・
3
月
刀
口
十
万
劫
山
4
2
9
m
1
3
名
参
加
。
福
島

の
桃
源
郷
、
雪
見
山
は
、

年
で
あ
れ
と
祈
念
し
年
初
め
の
登
山
を
楽
し
ん
だ
。

下
山
後
は
　
「
花
も
も
の
湯
」
　
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

で
新
年
会
。
】

・
2
月
2
1
日
信
夫
山
2
7
5
m
1
6
名
参
加
「
■
最
高
の

日
本
晴
れ
、
今
回
は
御
大
8
5
歳
で
山
歩
き
の
キ
ャ
リ

全
国
に
広
が
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
観
光
客
の
受

入
れ
を
全
面
中
止
し
、

駐
車
場
を
閉
鎖
し
た
た

め
、
今
回
は
茶
屋
沼
公

園
か
ら
花
見
山
ル
ー
ト

で
登
っ
た
。
■
　
暖
冬
の
影

◆
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
N
T
T
福
島
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
交
流
会

（
第
1
8
回
電
信
電
話
記
念
日
を
祝
う
会
）

実
施
日
　
　
令
和
元
年
1
0
月
2
5
日
1
2
時

実
施
場
所
　
相
馬
市
岩
の
子
「
暗
風
荘
」

相
馬
・
南
相
馬
合
同
O
B
・
O
G
交
流
会
を
元
年

度
は
相
馬
の
担
当
で
開
催
予
定
で
し
た
が
台
風
1
9
号

な
ど
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
∩
■
参
加
予
定
さ

れ
た
方
、
今
回
は
残
念
で
し
た
が
2
年
度
の
O
B
・

O
G
交
流
会
は
笑
顔
で
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
▼

◎
文
化
講
演
会
（
南
相
馬
・
相
馬
合
同
）

実
施
日
　
　
令
和
元
年
川
月
2
5
日
1
2
時
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優勝の伊藤邦夫さん
トロフィーも笑顔もまぶしい…l

実
施
場
所
　
相
馬
市
岩
の
子
「
晴
風
荘
」

相
馬
・
南
相
馬
合
同
文
化
講
演
会
を
本
年
は
相
馬

の
担
当
で
開
催
予
完
で
し
た
が
台
風
1
9
号
な
ど
の
影

響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
予
定
さ
れ
た
方
、

今
回
は
残
念
で
し
た
が
次
回
は
文
化
講
演
会
が
開
催

で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
行
い
ま
し
た
▲

優
勝
者
は
男
子
の
部
蓬
田
昌
幸
さ
ん
、
女
子
の
部

半
谷
美
津
子
さ
ん
の
2
年
連
続
優
勝
で
し
た
。
▼

大
会
終
了
後
は
成
績
発
表
が
あ
り
昼
食
を
と
り
な

が
ら
大
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

第
7
1
回
相
馬
O
B
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
令

和
元
年
相
月
2
8
日
　
「
光

陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
6
名
で
伊
藤
邦

夫
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し

た。
毎
週
水
曜
日
　
（
9
時
3
0
分
集
合
）
　
を
練
習
日
と
定

め
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
と
親
睦
の
た
め
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
一
〕
　
な
お
、
事
務
局
の
努
力
に
よ
り

毎
週
実
施
し
て
お
り
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

一

　

〇・
相
馬
、
南
相
馬
、
福
島
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

令
和
元
年
1
0
月
3
0
日
「
光
陽
ハ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

に
お
い
て
相
馬
（
6
名
一
、
南
相
馬
（
2
8
名
）
、
福
島
（
8

名
）
　
で
第
1
7
回
相
馬
、
南
相
馬
、
福
島
O
B
親
睦
パ
ー

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
鯉
人
交
換

所
の
除
草
作
業
を
有
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
〔

元
年
9
月
に
第
り
】
回
目
の
磯
部
、
山
上
交
換
所
を

安
全
第
」
で
作
業
を
進
め
予
定
ど
お
り
完
↓
1
L
ま
し

た∧

◆
電
友
あ
さ
か
会

◎
食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル

電
友
あ
さ
か
会
発
足
3
0
周
年
（
平
成
2
5
年
）
　
記
念

行
事
の
一
環
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
「
食

用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
」
を
会
員
が
回
収
し
、
精

製
・
販
売
は
社
会
福
祉
法
人
「
に
ん
じ
ん
舎
」
　
（
知

的
障
が
い
者
施
設
）
　
が
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
C
O
2
削
減
）
　
化
し
、
収
益
は
　
「
に
ん
じ
ん
舎
」

が
取
得
。
会
員
等
∴
ハ
T
T
グ
ル
ー
プ
・
飲
食
店
等

の
協
力
を
得
て
令
和
元
年
‖
月
末
累
計
で
1
6
7
1

g
提
供
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

2
年
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
様
子
を
伺
い
な
が
ら
当
面
延
期
と
し
ま
し
た
。
｝

◎
第
3
7
回
定
期
総
会
開
催

「
書
面
」
　
に
て
賛
否
投
票
と
し
、
議
決
期
日
は
令

和
2
年
6
月
中
を
目
途
と
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

元
牢
日
月
以
降
は
冬
季
の
た
め
に
未
実
施
で
し
た
。

2
年
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
様
子
を
伺
い
な
が
ら
当
面
延
期
と
し
ま
し
た
｛
〕

㈲
N
T
T
県
南
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

元
年
度
の
例
会
は
9
月
の
台
風
1
5
号
の
影
響
が
あ

り
1
回
の
中
止
が
有
り
ま
し
た
が
　
（
自
然
現
象
に
は
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ゴルフクラブの

皆さん

時には幼児性がむきだしになる
昔の強者達か7
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勝
て
ま
せ
ん
）
　
計
画
ど
お
り
6
回
の
例
会
を
開
催
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
2
年
に
入
り
ス
タ
ラ
一

卜
目
前
に
活
動
自
粛
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
前
に
は
勝
て

ま
せ
ん
。
4
月
か
ら
自
粛
と
な
っ
て
い
ま
す
〔
▼

会
員
の
皆
さ
ん
は
元
気
で
す
。
各
自
ス
イ
ン
グ
の

チ
ェ
ッ
ク
に
専
念
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

元
年
の
納
会
は
日
月
に
無
事
終
了
し
て
2
年
の
ス

タ
ー
ト
時
に
皆
勤
賞
を
準
備
し
て
い
ま
す
が
末
だ
例

会
が
始
ま
り
ま
せ
ん
…
。

元
年
度
第
6
回
納
会
　
日
月
日
日

白
河
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
G
C
　
ハ
ン
デ
戟

優
勝
　
渡
辺
　
正
　
　
準
優
勝
　
十
文
字
　
芳
男

㈲
囲
碁
ク
ラ
ブ

今
紅
元
年
度
下
期
の
活
動
に
つ
い
て
も
勝
負
と
マ

ム
‥
∴
∵
は
厳
し
く
、
そ
し
て
「
和
気
諸
々
」
を
モ
ッ

ト
ー
∴
い
会
員
の
棋
力
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

・
1
0
月
定
例
会

Å
ク
ラ
ス

優
勝
　
高
橋
　
勝
海
　
　
準
優
勝
　
山
田
　
茂
夫

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
今
泉
千
鶴
子
　
　
準
優
勝
　
熊
田
　
政
雄

日
月
定
例
会

優
勝
　
今
泉
千
鶴
子
　
　
準
優
勝
　
山
田
　
茂
夫

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
松
本
　
文
一
　
準
優
勝
　
伊
東
　
和
子

∴
り
月
完
例
会

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
高
山
　
　
博
　
準
優
勝
　
　
山
田
　
茂
夫

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
松
本
　
文
一
　
準
優
勝
　
伊
東
　
和
子

・
1
月
竜
例
会

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
山
田
　
茂
夫
　
　
準
優
勝
　
庄
司
　
三
雄

B
ク
」
フ
ス

優
勝
　
松
本
　
文
一
　
準
優
勝
　
吉
田
　
重
夫

・
2
月
定
例
会

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
山
田
　
茂
夫
　
　
準
優
勝
　
高
山
　
　
－

嗣
↓

B
ク
ラ
ス

優
勝
　
吉
田
　
重
夫
　
　
準
優
勝
　
上
妾
　
日
誓
丁

※
3
月
定
例
会
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
力
考
慮
し
、
当
面
は
見
合
わ
せ
と
し
た
。

㈱
麻
雀
ク
ラ
ブ

当
ク
ラ
ブ
に
は
7
名
の
女
性
が
い
る
。
そ
の
全
員

は
麻
雀
の
経
験
が
な
い
。
会
員
を
募
集
し
て
も
男
性

は
入
っ
て
こ
な
い
。
入
部
し
て
く
る
の
は
麻
雀
初
め

て
と
い
う
女
性
　
（
傘
寿
・
喜
寿
・
古
希
）
　
だ
け
。
女

性
が
年
齢
を
重
ね
て
も
生
き
生
き
と
若
い
の
は
　
「
好

奇
心
」
と
　
「
挑
戦
心
」
　
が
あ
る
か
ら
か
。
一
方
、
男

性
会
員
と
云
え
ば
、
麻
雀
で
大
敗
す
る
と
不
機
嫌
に

な
り
「
よ
う
し
、
今
夜
は
徹
夜
だ
〓
‥
帰
さ
な
い
ぞ
」

な
ど
と
言
っ
て
目
が
血
走
っ
て
く
る
。
思
っ
て
も
み
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恒例の仮装踊り　好評につき他の
お座敷から出張依頼があるかも…

鬼怒楯岩大吊橋にて
笑顔、笑顔、いい笑顔l旅の楽しさが伝わってきます
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な
か
っ
た
幼
児
性
が
む
き
だ
し
に
な
る
等
々
を
引
き

ず
っ
て
い
る
昔
の
強
者
達
。
今
は
全
会
員
が
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
巣
ご
も
り
が
長
引
い
て
い
る
「
）
　
3
月
、

4
月
、
5
月
の
例
会
も
中
止
に
な
っ
た
。

「
3
密
」
そ
の
も
の
の
麻
雀
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
ウ
イ
ル
ス
と
の
消
耗
戦
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
そ
う

も
な
い
。
会
話
と
と
も
に
楽
し
む
例
会
が
早
く
出
来
る
よ
う

皆
で
祈
り
な
が
ら
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
。

元
年
例
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

・
‖
月
例
会
　
日
月
1
4
日

優
勝
　
佐
藤
　
善
則
　
　
2
位
　
横
田
　
正
吉

・
1
2
月
例
会
　
1
2
月
1
2
日

優
勝
　
横
田
　
正
吉
　
　
2
位
　
佐
藤
　
善
則

㈲
旅
ク
ラ
ブ

電
友
あ
さ
か
会
旅
ク
ラ
ブ
の
元
年
度
秋
の
1
泊
旅

行
は
元
年
日
月
2
0
日
～
2
1
日
の
日
程
で
　
「
栃
木
路
巡

り
鬼
怒
川
温
泉
の
旅
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
▼
今
回
は

会
員
数
5
9
名
内
1
2
名
の
参
加
で
例
年
に
な
く
少
人
数

で
し
た
。
出
欠
ハ
ガ
キ
を
み
る
と
体
調
不
良
で
の
不

参
加
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
1
日
目
は
サ
ロ
ン
付

き
バ
ス
で
朝
9
時
に
郡
山
駅
前
を
出
発
し
、
坂
東
1
7

番
札
所
「
満
願
寺
」
　
に
参
拝
し
、
旅
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。
そ
の
後
近
く
の
そ
ば
店
で
新
蕎
麦
を
堪

能
し
た
後
、
太
平
山
自
然
公
園
を
散
策
し
ま
し
た
。

お
天
気
が
良
か
っ
た
の
で
眼
下
に
は
栃
木
平
野
を
見

度
し
、
遠
く
に
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
筑
波
山
・
さ
ら

に
は
雲
の
上
か
ら
頭
を
だ
し
た
富
士
山
ま
で
見
え
ま

し
た
。
皆
さ
ん
と
て
も
感
動
し
た
よ
う
で
す
。
次
に

栃
木
・
蔵
の
街
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。
1
0
月
の
台

風
1
9
号
の
水
害
で
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
被
害
の
跡

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旅
館
に
直
行
し

宴
会
で
は
恒
例
の
仮
装

踊
り
で
盛
り
上
が
り
そ

れ
を
観
て
い
た
仲
居
さ

ん
か
ら
　
「
他
の
お
座
敷

に
も
出
張
し
て
く
だ
さ

い
。
」
と
言
わ
れ
た
程
、

好
評
て
し
た
▲
　
今
回
初

め
て
の
ゲ
ー
ム
は
　
「
男
女
で
ハ
グ
し
て
風
船
割
り
」

で
し
た
。
今
回
は
男
性
が
少
な
か
っ
た
の
で
1
人
で

何
人
も
の
女
性
と
ハ
グ
で
き
て
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
2
日
目
は
竜
王
帳
を
散
策
し
、

こ
ち
ら
も
水
害
の
影
響
で
途
中
か
ら
通
行
止
め
で
下

ま
で
は
降
り
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
日
塩

紅
葉
ラ
イ
ン
を
通
り
、
那
須
高
原
に
降
り
ま
し
た
。

紅
葉
ラ
イ
ン
で
は
紅
葉
と
初
雪
を
同
時
に
見
ら
れ
て

皆
さ
ん
感
動
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
那
須
チ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
に
て
お
土
産
も
調
達
し
、
1
6
時
半
に
は
郡

山
駅
前
に
到
着
し
、
無
事
帰
れ
た
事
に
感
謝
し
、
次

回
も
元
気
で
参
加
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
解
散
と
な

り
ま
し
た
っ
参
加
者
に
は
8
0
才
を
過
ぎ
た
方
々
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
1
番
元
気
で
私
達
も
あ
や

か
り
た
い
気
持
ち
で
す
。

◆
白
河
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

≠
P
C
ク
ラ
ブ

P
C
ク
ラ
ブ
で
は
、
P
C
の
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル

の
研
修
を
兼
ね
て
白
河
地
区
の
会
報
「
命
の
拝
」
　
の

発
行
を
し
て
お
り
ま
す
。

自
河
地
区
電
友
会
は
平
成
6
年
結
成
以
来
四
半
世

紀
と
な
り
会
員
の
構
成
は
6
0
才
代
か
ら
珊
才
代
と
親
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いいも01つけ、暮しのアンケート■土について

白河■■t暮禽尊や■○書だ■且薫H手書た暮■1ました．

貪■■■○■■鑓00才代事も90才－tと■ftの■さとなって

もります●

i■○●さ王が■l⇔すさ■量■薯■しい■薫で．111●暮し濠■

の1■▼ことが鮭■となっていること小も、■寸■日暮行ってヽ、＄

仕事や■ぴ・■l●・粥りLT■1ないt…と鼻■できて彙暮の

書にな轟■声▲（さ■斤〉暮し‥・・ヽ、いもの1つけ　アンケー

ト■暮零したいのでご■カ■います．

▲王事壬ここ

ヽ、いもの▲っけ　アンケーl

■－■▲

も纂 �も雷 �暮■■付け �手蔓■ � 

■■ �▲†弓 �■● �■■■ � 

山膚‖■り �●ウ●ン■－ナン � 

ハイ●ンク �山tり �ランニング �■工 �ち 

▼纂 �モqHlち �－　■暮■●サ �●● � 

●うiiけ � � �DYl � 

■・■■ �■●り �■■ �わう寸サ � 

いいもの見つけ　アンケート

廠t
古殿町（八幡神社）狛犬見学の様子

松尾芭蕉　直筆の石碑
こころもとなき日数重るまゝに、

白河の関にか、りて、旅心定まりぬ

現

tIll：代■■‾T一

総会での記念写真

子
程
の
開
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
が

期
待
す
る
要
望
等
を
新
し
い
感
覚
で
、
情
報
収
集
発

信
す
る
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

個
々
が
日
常
行
っ
て
い
る
仕
事
や
遊
び
・
趣
味
・
好

ん
で
何
気
な
い
習
慣
等
仲
間
と
共
有
で
き
て
生
涯
の

程
に
な
る
井
戸
端
　
（
居
場
所
）
　
探
し
…
い
い
も
の
見

つ
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
処
、
1
位
「
そ

ば
打
ち
」
2
位
「
花
・
植
木
」
3
位
「
旅
行
」
4
位

「
料
理
」
　
5
位
「
合
唱
」
　
6
位
「
木
工
・
D
I
Y
」

7
位
「
ハ
ィ
キ
ン
グ
」
が
上
位
と
な
っ
て
い
る
事
が

分
か
り
ま
し
た
の
で
、
令
和
2
年
度
活
動
に
活
か
し

た
い
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
す
。

見
学
や
節
巨
の
年
と
し
て
芭
蕉
閲
係
の
ィ
ベ
ン
ト
が

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
一
＝
｝
白
河
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ

イ
ド
で
も
全
国
各
地
か
ら
芭
蕉
の
辿
っ
た
足
跡
を
訪

ね
て
来
ら
れ
る

方
々
に
対
応
出
来
　
h

射
止
t
貞

一山下小－⊥

る
よ
う
に
と
、
数

度
に
わ
た
り
勉
強

会
を
開
き
ま
し
た
。

元
禄
時
代
の
平

均
寿
命
は
5
0
歳
、

芭
蕉
が
旅
に
出
た

の
は
4
5
歳
で
既
に

老
齢
期
に
入
っ
た

年
代
で
し
た
。
約

5
ケ
月
か
け
て
奥

㈲
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
で
は
、
白
河
市
の
観
光
名
所
を

案
内
し
て
い
る
　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
ィ
ド
白
河
一
の
会

員
と
し
て
、
白
河
小
峰
城
、
南
潮
公
園
、
白
河
閏
跡

の
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
お
り
ま
す
√

元
年
度
は
、
県
南
地
方
に
数
多
く
あ
る
、
狛
犬
の

川
・
北
陸
路
を
旅
し
、
総
移
動
距
離
は
実
に
6
百
里
、

1
日
の
移
動
距
離
は
多
い
と
き
は
1
4
里
　
（
約
5
0
k

m
）
、
平
均
し
て
‖
里
　
（
4
0
k
m
）
　
と
、
当
時
の
人
々

の
長
旅
の
場
合
は
平
均
移
動
距
離
が
人
里
　
（
約
3
0
k

m
～
3
5
k
m
）
　
と
比
べ
て
も
、
超
人
的
な
脚
力
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
事
が
伺
え
ま
す
。
生
ま
れ
が
伊
賀
の

固
あ
「
ノ
た
こ
、
と
か
▲
つ
幕
曙
の
指
密
で
仙
台
の
伊
達
藩

の
内
情
を
托
る
刀
が
自
的
だ
1
た
と
の
説
を
唱
え
る

左
も
多
／
＼
お
り
、
松
尾
芭
蕉
∴
つ
い
て
知
れ
ば
知
る

ほ
い
ー
、
新
た
な
興
味
が
沸
い
て
き
ま
す
の
で
、
私
た

ち
と
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
【
・

㈲
花
の
絆

現
在
、
白
河
地

区
電
友
会
で
は
、

心
豊
か
な
老
後
の

仲
間
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
平
成

3
0
年
よ
り
、
会
員

間
を
、
「
花
で
つ
な

ぐ
杵
活
動
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
4
0
0
ポ

ッ
ト
の
花
の
苗
を

会
員
宅
に
お
届
け

し
ま
し
た
r
】
　
ま
た

定
期
総
会
で
は
、

出
席
苫
全
員
に
花

の
苗
を
配
付
し
ま

し
た
÷
　
な
お
、
花
．

の
緋
活
動
の
忘
貝
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郡山営業支店長　関戸会長

会員宅の様子

花に詳しい鈴木三枝子リーダー
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ひまわりの桓採取状況

ランチ会の様子

今年会員宅で咲き誇る様子
花と一緒に笑顔も咲いています

ランチ会でお配りした鉢植え
はくら華やへゴ二ア等の寄せ植え）

と
し
て
、
ひ
ま
わ
り
で
会
員
宅
に
笑
顔
の
輪
を
作
ろ

う
と
意
気
込
み
、
栽
培
と
種
の
採
取
を
し
ま
し
た
。

2
年
1
月
1
4
日
に
は
　
郡
山
営
業
支
店
長
に
ひ
ま

わ
り
の
種
を
た
く
さ
ん
の
小
袋
に
詰
め
贈
口
重
致
し
ま

した。

「
喜
び
」
「
感
動
」
を
励
み
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
の

杵
を
深
め
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
地
道
に
進
め
て
お
り

ま
す
。

拝
活
動
の
一
貫
と
し
て
、

花
の
寄
せ
植
え
ポ
ッ
ト

を
参
加
者
全
委
員
に
贈

呈
し
た
と
こ
ろ
参
加
者

か
ら
、
あ
り
が
と
う
〓

き
れ
い
に
咲
い
た
よ
〓
‥

の
声
を
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
励
み
に
、
今
年
も

継
続
し
て
種
ま
き
・
水

や
り
・
移
植
・
ポ
ッ
ト

作
り
・
冬
の
管
理
　
（
寒

さ
対
策
）
・
配
達
等
に
梢

を
山
し
て
い
ま
す
【
U
　
花

を
育
て
る
の
は
大
変
で

す
が
、
会
員
が
受
け
取
が

る
時
の
笑
顔
や
お
把
か

ら
受
け
取
る
「
癒
し
」
　
′

◆
い
わ
き
電
友
会

◎
O
B
・
O
G
交
流
会
の
中
止

元
年
1
0
月
1
2
日
深
夜
か
ら
翌
1
3
日
未
明
に
発
生
し

た
台
風
1
9
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、
N
T
T

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
復
旧
、
故
障
回
復
業
務
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
交
流
会
を
中
止
す
る
旨
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
U
第
1
部
で
予
定
し
て
い
た

文
化
交
流
会
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
」
　
に

つ
い
て
は
、
分
利
り
】
牢
度
の
交
流
会
に
先
送
り
す
る

こ
し
∴
∵
L
ま
し
た

な
お
、
当
会
H
で
は
床
上
浸
水
が
4
名
・
床
卜
浸

水
が
1
名
の
催
災
者
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
謹
ん



各地区電友会だより（福島）

東剣に聞き入っています

＼　　ノダ

食事を兼ねた苧煮会
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R1．11文化講演会参加者
「人生100年時代、愉しく生きる」を受講

ノドも潤い美声を発揮l

新春のたい参加の皆さん

で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

9
月
2
回
の
例
会
開
催
後
、
1
0
月
の
台
風
1
9
号
の

影
響
や
年
明
け
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
4
月
ま
で
ほ
ぼ
休
眠
状
態
で
推
移
し
て
お
り

ます。5
月
以
降
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
沈
静
化

を
会
員
一
同
心
待
ち
に
し
て
い
る
状
況
で
す
〔
－

㈲
囲
碁
サ
ー
ク
ル

平
成
3
1
年
1
月
の
総
会
実
施
後
、
令
和
元
年
1
2
月

末
ま
で
に
例
会
を
1
4
回
実
施
。

春
秋
の
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

春
の
大
会

優
勝
　
有
馬
　
紀
夫
　
準
優
勝
　
石
川
　
桃
三

秋
の
大
会

優
勝
　
佐
藤
　
健
　
　
準
優
勝
　
石
川
　
桃
三

3
月
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
定
例
会
が
開
催
出
来
な
い
た
め
、
沈
静
化
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
状
況
で
す
。

会
津
若
松
中
門
の
　
「
ホ
テ
ル
い
づ
み
や
」
　
に
お
い
て

会
津
若
松
市
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
成
田
正

良
先
生
を
迎
え
、
第
3
弾
と
な
る
人
生
流
星
群
　
へ
人

生
1
0
0
年
時
代
、
愉
し
く
生
き
る
）
　
と
の
テ
ー
マ

で
文
化
講
演
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
食
事
を
兼
ね

て
の
芋
煮
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
〉
　
懐
か
し
い
歌
を

歌
っ
た
り
、
面
白
い
語
り
で
笑
っ
た
り
、
ま
た
、
美

味
し
い
イ
モ
煮
を
食
べ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

◎
新
春
の
集
い
の
開
催

令
和
2
年
2
月
2
8
日
、
1
6
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

熱
塩
温
泉
の
　
「
ホ
テ
ル
山
形
屋
」
　
に
お
い
て
、
新
春

の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
2
年
度
も
健
康
増
進
を

◆
会
津
電
友
会

◎
文
化
講
演
会
・
芋
煮
会
の
開
催

令
和
元
年
日
月
8
日
、
1
5
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

目
標
に
、
会
員
に
呼
び

か
け
な
が
ら
元
気
に
各

種
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
祝
宴
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
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吹矢は健康にもいいですよ
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回
は
、
健
康
吹
き
矢
体
験
を
し
た
り
、
そ
し
て
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
各
会
員
楽
し
く
す
ご
し
ま

した。
◎
健
康
「
吹
き
矢
」
サ
ー
ク
ル
結
成

令
和
2
年
2
月
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
6
名
の
会
員
登
録
者
で
、

健
康
「
吹
き
矢
」
サ
ー
ク
ル
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
種
行
事
等
、
機
会
あ
る
ご
と
に
健
康
「
吹

き
矢
」
体
験
を
準
備
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
腹
式
呼
吸
に
よ
る
誰
に
も
簡

単
に
出
来
る
「
吹
き
矢
」
は
健
康
に
も
い
い
で
す
よ
▲
■


